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y
丹
後
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
さ
ま
ざ
ま
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
丹
後
の
木
材
議
情

圃
ヲ
な
形
で
満
喫
す
る
「
ア
l
ス
デ
イ
丹
後
2
0
を
使
っ
た
工
作
や
化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
、

…日
活
動

ス
1
7」
が
辺
日
、
宮
葎
市
里
波
見
の
府
立
丹
竹
馬
な
ど
に
挑
戦
し
た
。
丹
後
の
奪
取
れ
花
器

一
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園
で
始
ま
っ
た
。
た
イ
カ
や
エ
ビ
、
サ
ワ
ラ
を
入
れ
、
直
径
1

…骨
師
釘

'
'
好
天
の
下
、
家
族
連
れ
が
工
作
や
海
の
幸
た
対
ほ
ど
の
大
剖
荻
板
で
調
理
し
た
パ
エ
リ
ア

…椛
間
試

h
.

っ
ぷ
り
の
料
理
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
も
販
売
さ
れ
、
親
子
連
れ
ら
が
お
い
し
そ
う

一村
釦
防

で
同
公
園
を
管
理
す
る
N
P
O法
人
「
地
球
に
頬
張
っ
て
い
た
。

一初
出
理

事
事
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
」
が
、
地
球
の
た
め
に
お
日
ま
で
。
午
前
叩
時
i
午
後
4
時
。
事
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鎮守の森多彩な木々観察
城陽・E椋神社40人、植物の「生存戦略」学ぶ

城
陽
市
観
音
堂
の
目
一
椋
神
社
で

2
日
、
鎮
守
の
森
の
観
察
会
が
開

一
か
れ
た
。
府
立
植
物
園
名
誉
園
長

で
府
立
大
客
員
教
授
の
松
谷
茂
さ

ん
(
釘
)
が
講
師
を
務
め
、
参
加

-
し
た
地
元
住
民
ら
約
却
人
は
地
域

に
残
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

鎮
守
の
森
は
参
道
の
周
辺
や
裏

↑
山
な
ど
の
約
1
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。
カ
シ
や
シ
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を
中
心
に
約
必
種
類
の
多
彩
な
樹

一
木
が
茂
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。

松
谷
さ
ん
は
森
を
巡
り
な
が

ら
、
葉
の
形
や
色
、
木
の
高
さ
と

い
っ
た
樹
種
の
特
徴
を
進
化
の
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由
を
交
え
て
説
明
し
「
何
と
b
て

一目

も
生
き
抜
こ
う
と
す
る
植
物
の
戦

一首
陀

略
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
強
調
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…柄
欄
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参
加
者
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熱
心
に
メ
モ
を
取

一伺唱一

っ
た
り
、
木
の
幹
や
葉
に
触
れ
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一
白
謹
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し
て
い
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。
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や
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自
治
会
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ら
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3
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立
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グ
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物
の
原
石
に
触
れ
る
こ
と
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度
内
に
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薬
草
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薬
一
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永
井
ゆ
か
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編
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述
べ
た
。
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助
成
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げ
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左
京
稲
盛
財
団
が
助
成
金
贈
呈
式

一

「
砥
石
が
亀
岡
の
特
産
一
賃
貸
住
宅
の
ト
レ
ン
ド
一演
し
、
市
民
1
2
0人
が
一

一活
用
し
、
今
後
の
研
究
m

品
と
初
め
て
知
っ
た
。
実
一や
今
後
の
展
望
な
ど
を
考
一
参
加
し
た
。

一
稲
盛
財
団
(
京
都
市
下
一開
い
た
。

一励
み
に
し
て
ほ
し
い
。
t

一え
る
「
資
産
承
継
活
用
セ
一
野
口
建
設
(
左
京
区
)
一京
区
)
は
沼
田
、
独
創
的
一

1
9
8
5年
か
ら
、
自
一類
社
会
の
発
展
に
貢
献
明

て
ミ
ナ
l
」
が
辺
日
、
京
都
一
を
母
体
と
す
る
野
口
グ
ル
一
で
優
れ
た
活
動
に
取
り
組
一
然
科
学
や
人
文
・
社
会
一き
る
素
晴
ら
し
い
研
究
車

一市
中
京
区
の
京
都
新
聞
文
一l
プ
と
京
都
新
開
社
が
主
一む
若
手
研
究
者
印
人
へ
の
一科
学
の
分
野
で
活
動
す
一
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
h

-
化
ホ
l
ル
で
催
さ
れ
た
。

一催
し
た
。

一研
究
助
成
金
の
贈
呈
式
一る
圏
内
の
研
究
者
に
助
一エ
l
ル
を
送
っ
た
。

一業
界
紙
の
編
集
長
ら
が
講
一
会
薗
貿
信
佳
法
薪
聞
社
一を
、
左
京
区
の
ホ
テ
ル
で
一成
し
て
お
り
、
今
回
は
一
・
(
小
野
俊
合
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亀
岡
市
内
で
採
掘
さ
れ
た

天
然
砥
石
を
使
い
、
包
丁

研
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に
挑
戦
す
る
来
場
者
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岡
市
宮
前
町
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